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第３回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第４問 問４ 「20」

正解率 37.5％
SS70～75 86.6％
SS65～70 77.3％
SS60～65 64.0％
SS55～60 53.６％
SS55～50 41.6%
SS50～45 29.2%

第４問 問４ 「20」日本史B

史料の書き手の視点から考察する問題で、各学力層で差がついた

2023年度第３回ベネッセ・駿台大
学入学共通テスト模試
「日本史B」
受験者数： 81,237人
平均点： 50.8点
標準偏差： 18.2

【出典】 問題・集計結果データともに、202３年度「第３回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第４問の問４は、史料と説明文から杉田玄白が描写した世相を読解し、幕政に

対する玄白の評価について考察する問題で、各学力層で差がつきました。
史料のなかの「賢者」や「雨降て地かたまる」などの表現から、玄白が老中を

どのように評価しているのかを読み取ることができます。

本問では、史料の読解と知識が求められますが、筆者の老中に対する評価が
理解できているかで差がついたと考えられます。

史料問題に取り組む際には、筆者の立場や、いつ頃の史料であるのかといっ

た、史料の読解を助ける情報を収集することが重要です。共通テストでは初見
の資料が示されますが、多くの場合、注釈や設問文、リード文などに手がかりと

なる情報が書かれています。これから共通テストまでの１か月では、資料で着目

すべきポイントにしるしをつけながら読解していくなど、本番を意識した問題演
習を重ねることが重要です。

共通テストでは、リード文や年表など、様々な資料のなかに解答の手がかりが

あるような、まとめの問題が出されます。どのような形で出されたとしても、適切に
情報を取り出せるように、多くの資料問題で演習を重ねることが大切です。

結 果 分 析

指導の ご提案
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